
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方独立行政法人堺市立病院機構 

平成○○年度の業務実績に関する評価結果報告書 
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資料６ 



第 1 全体評価 

 

１．評価結果及び判断理由 

   地方独立行政法人堺市立病院機構における平成○○年度の全体評価の結果は、 

  『×××××××××××××××進捗している』 である。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．全体評価にあたって考慮した内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．評価にあたっての意見、指摘等 

 

 

 

 

 

  

評価結果を記述する 

評価の判断理由の記述する 

大項目評価及び小項目評価の結果を一覧表に集約して掲載する 

（イメージ） 

大項目 
評価 
項目数 

小項目評価数 
大項目評価 

５ ４ ３ ２ １ 

第１業務の向上 ２０  17 3   Ａ（順調） 

第 2業務効率化 １５  7 7 1  Ｂ（概ね） 

第 3財務改善 ７  2 5   Ａ（順調） 

第 4その他 ３ 1 1 1   Ａ（順調） 

合計 ４５ 1 27 16 1   

（再掲）重点小項目 ３  1 2    

 

・主な取組み（重点的な取組み） 

・特色のある取組み（工夫した取組み） 

・中期目標や中期計画に記載はないが、特に評価する取組み 

・その他 

      について、記述する 

評価にあたっての意見や指摘事項、特記事項等を記述する 



第２ 項目別評価 

 

１．大項目評価 

 

（○）第○ 

 

ⅰ）評価結果   ●  ・・・・・・・・・・・・・  

 

 

ⅱ）判断理由及び考慮した事項 

 

 

 

 

 

ⅲ）小項目評価の集計結果 

 
評価 
項目数 

小項目評価 
     

評価 
５ 

評価 
４ 

評価 
３ 

評価 
２ 

評価 
１ 

       

       

       

       

       

       

合  計   ○ ○   

（構成比率）  ○○% ○% ○% 

（再掲）重点ウエイト小項目     

 

ⅳ）評価にあたっての意見、指摘等 

 

 

 

 

 

評価結果 

Ｓ 

特筆すべき
進捗状況 

 

Ａ 

計画どおり
に進んでい
る 

Ｂ 

おおむね計
画とおりに
進んでいる 

Ｃ 

計画よりや
や遅れてい
る 

Ｄ 

大幅に遅れ
ており重大
な改善必要 

Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの５段階評価 

大項目名の記載 

５段階評価の定型コメントの記載 

（下表の当該評価の文言記載） 

・評価の判断理由の記述する 

  （小項目において評価３～５の割合が・・・・・・） 

・特筆すべき評価項目や主な取組みの評価などを記述する 

該当する評価部分を網掛け表示に

する。 

評価にあたっての意見や指摘事項、特記事項等を記述する 

 

小項目評価結果ごとに 

項目数を集計する 



 

 

２．小項目評価 

 



（１）地方独立行政法人堺市立病院機構の概要            （２）全体的な状況 

 

ⅰ）現況（平成●●年●月●日 現在） 

 

① 法人名 

 

② 事務所の所在地 

 

③ 役員の状況 

 

④ 病院が設置・運営する病院 

 

⑤ 職員数 

 

 

ⅱ）地方独立行政法人堺市立病院機構の基本的な目標等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ）総括と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大項目ごとの主な取組みと特記事項 

 ・法人運営の総括 

 ・今後の課題 

 ・その他 

     について、記述する 



（３）小項目評価結果 

第１ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 市立病院として担うべき医療 

（１）救急医療 

★ 重点ウエイト小項目 

中期計画 年度計画 
法人自己評価 評価委員会の評価 

評価の判断理由（業務実績の状況等） 評価 評価 判断理由、評価のコメント 

（方針） 
ア 救急医療体制の充実を
図り、市内の救急告示病
院及び消防局との密接な
連携のもと、救急搬送に
よる二次救急を中心に、
３６５日２４時間「断わ
らない救急」の実現に努
める。 

イ 入院が必要な救急患者
を受け入れるため、病床
運用の効率化や地域医療
機関との連携による他医
療機関での後送病床の確
保などに取り組む。 

 
（新病院に向けた目標） 
ア 新病院で整備する救命
救急センターにおいて、
複数の診療科にまたがる
重篤な患者に対して３６

 
ア 内科系救急科と外科系
救急科の設置や救急医の
増員、救急医療を担う研
修医に対する教育の充実
により、救急医療体制の
充実を図る。 

イ 救急外来において、患
者の重症度及び診療の優
先度を判断するトリアー
ジを行う専任看護師の確
保、育成に取り組む。 

ウ 救急患者の受け入れや
病床運用の効率化を目的
としたプロジェクトチー
ムを設置して問題点の抽
出とその改善を図るな
ど、救急患者の受入れを
推進する。 

 

 

□□□□□□についは、・・・・・・・

であった。 

 

また、△△△△△△は、・・・・・・・

を実施した。 

 

○ 

 

○ 

 

中期目標 
ア 救急医療は、市民がいざというときに備え、地域のセーフティーネットを確保する観点から市立病院として担うべき医療の根本をなすもの

であることから、市内の救急告示病院、消防局との連携のもと、救急医療体制の充実を図ること。 

イ 地域医療機関との連携及び役割分担のもと、３６５日２４時間救急医療体制の維持、充実を図り、「断わらない救急」に努めること。 

５～１の５段階による

評価 

・年度計画等の小項目ご

とに実施状況を確認

し、分析した上で評価 

・単に目標数値等と実績

数値との比較だけで

なく、計画達成のため

に効果的な取組が行

われているかも含め、

総合的に判断し評価 

業務実績がわかるよう工夫

しての記載 

 

特色ある取組、法人運営を円

滑に進めるための工夫、今後

の課題など特記事項の記載 

 

・評価委員会による

評価と法人の自己

評価が異なる場合

は、その判断理由

等を記述 

・その他、特筆すべ

き点など必要に応

じて、コメントの

記述 



中期計画 年度計画 
法人自己評価 評価委員会の評価 

評価の判断理由（業務実績の状況等） 評価 評価 判断理由、評価のコメント 

５日２４時間体制で救急
医療を提供するため、外
傷、熱傷、多発外傷等の
外科系救急、手術療法を
必要とする急性疾患に対
応できる体制整備を進め
る。 

イ 病院前救護及び病院間
搬送において、より安全
で質の高い救急医療を提
供するため、ドクターカ
ーの活用に努める。 

 

 

第１ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 市立病院として担うべき医療 

（２）小児医療・小児救急医療・周産期医療 

 

中期計画 年度計画 
法人自己評価 評価委員会の評価 

評価の判断理由（業務実績の状況等） 評価 評価 判断理由、評価のコメント 

▲▲▲・・・・・・・・ ◆◆◆・・・・・・・・ 
□□□□□□についは、・・・・・・・で

あった。 
○ ○  

 

中期目標 
ア 小児医療の更なる充実を図るとともに、安心して子どもを産み、育てられるよう、周産期医療体制の充実を図ること。 

イ 小児救急医療については、初期救急医療を担う急病診療センターや二次救急医療を担う他の病院群輪番病院との適切な役割分担のもと、二

次救急医療を中心に担い、３６５日２４時間救急医療体制を確保すること。 


